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1.は じ め に
 現在,我 が国では生活習慣病の増加が深刻な問題
とな り,対 策 として一次予防に重点を置いた健康 日
本21が 策定され,そ の法的基盤 となる健康増進法
が平成15年5月 から施行 されている。生涯に渡 っ
て健康を保持増進 してい くためには,食 事 ・運動 ・
休養などのバランスを適正に保つ望ましい生活習慣
の確立が不可欠であ り,そ の中でも食習慣は重要で
ある。
 特に成長期は,精 神的自立や生活習慣の確立など,
生きてい く上での基盤を形成する時期であ り,中 で
も食習慣は,子 供のころの習慣が成長 してか らの習
慣に与える影響が大きいといわれている。望ましい
食習慣の確立には,望 ましい食経験を重ねる必要が
ある。 しかし,核 家族化 ・共働きの増加など家庭環
境 ・社会環境の多様化を受けて,現 代の子供たちに
とって家庭における食経験は個人差が大きくなって
いる。国民栄養調査や,日 本スポーツ振興セ ンター
が実施している児童生徒の食事状況調査,児 童生徒
の食生活実態調査,学 校保健統計調査の結果などか
らも,肥満 もしくはやせ傾向にある児童生徒の増加,
偏食 ・朝食欠食をする児童生徒の増加など,望 まし
くない食経験に起因する栄養 ・食生活上の問題を抱
える子供たちが多 く見受けられる。
 こうした背景を受けて,平 成16年1月 に中央教
育審議会答申1)に おいて,食 に関する指導の充実を
めざし,学 校栄養職員の持つ食に関する専門性に加
え,教 育に関する資質を身につけた者が,食 に関す
る指導を担えるように,栄 養教諭制度の創設が提案
された。平成16年5月 に学校教育法,学 校給食法
が一部改正され,平 成17年 度から,栄 養教諭制度
が施行される。
 学校栄養職員に限らず,食 の専門家である栄養士
の役割は年々多様化 ・重要性を増し,栄 養士法の一
部改正をうけて平成14年 に管理栄養士課程のカ リ
キュラムが改定 された。栄養指導論は栄養教育論 と
改まり,対 象者 の行動変容を目的 とし対象者の自己
管理能力を促す効果的な栄養教育を実施するための
知識 ・技術 として,行 動科学 ・カウンセ リングを学
ぶことが教育 目標 に掲 げられている。筆者(中 西)
は,旧 カ リキュラムの管理栄養土課程の学生であっ
たため,栄 養教育論において行動科学 ・カウンセ リ
ングを学ぶことはできなかったが,卒 業研究 「栄養
教育における行動科学 ・カウンセ リングの必要性」
を通 して,国 内外での文献等をもとに,行 動科学 ・
カウンセ リングの理論及びこれらを応用 した栄養教
育,及 び 「支援者」 とい うこれからの栄養士のあり
方について考察した2)。本総説では,筆 者が現在,学
校栄養職員 として学校現場で働 く立場から,食 育を
効果的に実施 してい く上で必要 と思われ る行動科
学 ・栄養カウンセ リングについて概説 し,栄 養教諭
を含めた これからの学校栄養土のあ り方について考
察したい。
ll.「 食 に関 する指導」 と行動科 学 ・カ ウンセ
リング
京都女子大学家政学部食物栄養学科衛生学第二研究室
1.「食に関する指導」の目標 と行動科学
 栄養教育(栄 養指導)の 目標は,「健康に害がある
と考えられる食行動を対象者が自発的に望ましい行
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動に変容し，最終的に対象者の健康の保持増進を目
指すことjである。対象者の行動変容を促すために
は，対象者に知識・技術を供与する「外面的教育要
素」と，供与した知識・技術の実践を促し，対象者
の能力・可能性を内面から伸ばす「内面的教育要素」
を用いた栄養教育が効果的である。栄養教育におい
て，栄養士は内面的・外面的教育要素を用いて，生
活習慣病の予防・治療のために，対象者の自己管理
能力の向上を支援する必要がある。
生活習慣病は， I食習慣・運動習慣・休養・喫煙な
どの生活習慣が，その発症・進行に関係する疾病群j
と定義され，疾病の一次予防に重点を置いた概念で
ある。生活習慣は，長い時聞をかけて形成される固
有の習慣であり，本人の個人的要因と，対象者を取
り巻く周囲の環境からの影響を受けて成り立ってい
るため，生活習慣の改善は非常に困難といわれてい
る。そのように困難である生活習慣の改善を支援す
る方法として，行動科学・カウンセリングの理論・
技法が有効であることは，様々な研究・調査の結果
や，それらの結果を基に管理栄養士養成課程におい
て栄養教育の理論・技法を学ぶ栄養教育論に加えら
れたことからも明らかである。
また，生活習慣の中でも食習慣は重要であり，特
に成長期にある子供たちの食習慣は，成長してから
の習慣に与える影響が大きく，子供の頃から望まし
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い食習慣を身に付けることは，非常に重要である。
しかし冒頭でも述べたように，現代の子供たちの
食を取り巻く環境は多様化・複雑化し，子供たちは
望ましくない食行動を， I望ましくない」と理解する
ことなく習慣化してしまうという状況に陥りつつあ
る。そこで，成長期に望ましい食経験を重ね，望ま
しい食習慣を身に付けることを支援する「食に関す
る指導」が，小学校・中学校を中心として取り組ま
れている。
食に関する指導の目標は「生涯にわたって健康で
生き生きした生、活を送ることを目指し，児童生徒一
人一人が正しい食事の在り方や望ましい食習慣を身
につけ，食事を通じて自らの健康管理ができるよう
にすること，また，楽しい食事や給食活動を通じて，
豊かな心を育成し社会性を酒養すること」である。
食に関する指導は， I生きた教材」である学校給食を
核とし，給食管理と一体のものであり，学校教育活
動全体及び学校・家庭・地域社会の連携による総合
的な取り組みである。
平成 17年度より実施される栄養教諭の職務内容
を表 1にまとめた。「食に関する指導」には，従来
行われてきた「児童生徒への教科・特別活動等にお
ける教育指導」に加えて， I児童生徒への個別的な相
談指導JI食に関する教育指導の連携・調整Jが挙げ
られている(図 1)3)。食に関する指導を通して栄養
図1 学校教育活動における食に関する指導と栄養教諭・学校栄養職員の役割
表 1 栄養教諭の職務内容
食に関する指導
児童生徒への個別的な相談指導
児童生徒への教科・特別活動等における教育指導
食に関する教育指導の連携・調整
学校給食管理
給食基本計画への参画
栄養管理
衛生管理
検食・保存食等
調理指導その他
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教諭が担う役割とは，個々の児童が抱える問題を改
善する方向へ支援すること，学校給食を通して実体
験を伴う望ましい食経験を支援し，子供たちの望ま
しい食習慣形成を促すこと，子供たちが学校教育の
中で望ましい食習慣を身に付けるために学んだ知
識・技術を実践できるような環境を整えること，ひ
いては家庭・地域社会の健康増進に寄与することで
ある。
2.栄養・食教育に必要な行動科学の理論とモデル
本稿では，紙数の関係から学校現場における栄養・
食教育に必要と思われる行動科学理論・モデルを中
心に簡単に概説する。詳細については，赤松4)，中
村5)らの総説等を参照していただきたい。
1 )行動科学とは
行動科学は， 1950年代に心理学から始まり，現在
では予防医学の分野などで広く応用されている。
Glanzらめによって「行動科学とは，社会科学・自
然科学の分野から人間の行動を学際的に研究し，人
間の行動を理解し，行動に関わる問題を解決するこ
とを目的としている学問」と定義された。行動科学
における‘行動'とは 目に見える行動を意味する
‘行為'と目に見えない感情・思考・物事の捉え方で
ある‘内的経験(認知)，を含む概念であり， ‘行動'
が繰り返されることで学習された行動を‘習慣' と
捉えている。
人間の行動・習慣は 前述したように様々な要因
が関係しあって成り立っている。多様な行動に対処
できるよう，行動科学は， Iオペラント学習理論JIレ
スポンデント学習理論Jなどを基本原理とし，多く
の理論・モデ、ルを有している。
行動科学の理論やモデルを栄養教育に用いること
の利点は，①対象者の健康行動の変容と維持に関し
て，道筋を通して考えることができる，②スタッフ
間で共通の言葉でディスカッションできる，③健康
行動理論とその尺度を用いることにより，対象者の
現状を把握でき，介入計画の立案や実施，評価が可
能になることである 7)。
また，理論やモデ、ルを用いる際に注意すべき点と
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して，①理論やモデ、ルで，人の行動のすべてが説明
できるとは限らない，②異なる理論やモデ、ルでも，
共通する考え方(概念)がある，③それぞれの理論
やそデ、ルには，長所と短所があるため，対象者や健
康教育・健康増進活動の目的に合わせて，複数の理
論やモデ、ルを使う，ことが挙げられる。
2)行動科学の理論とモデル
表2に行動科学の理論やモデ、ルで特に栄養教育に
有効と思われるものを対象・目的別にまとめた。こ
れらの理論・モデルは個人の行動を対象とした場合，
行動を環境との関係で捉えた場合，集団や社会組織・
地域などを対象とした場合に分類できる。本稿では，
その中でも特に重要と思われるものとして，1オペラ
ント学習理論JI健康信念モデルJI行動変容段階モ
デ、ルJI社会的認知理論JIソーシャルサポート・ソー
シャルネットワーク」について，簡単に紹介する。
A オペラント学習理論
オペラント学習理論 (AppliedBehavioral Analysis， 
Skinner)は，人間の行動の最も基本的なメカニズム
を示しており，図2に示したように，行動を‘きっ
かけ(先行刺激)→行動→結果' という流れで捉え
ている。例えば，食行動に置き換えると， I空腹感」
や「何かおいしそうな食べ物を見た」ことが‘きっ
かけ'となって， I食べる」という行動が起こり，そ
の後， I満腹感」などの‘短期的な結果' と， I体重
の増加」など‘長期的な結果'が生じる。結果は，
‘望ましい結果'と‘望ましくない結果'に分けら
れ，その後の行動に影響を与える。「おいしかったの
で、たくさん食べた」とすると， Iおいしい」と感じた
結果，食行動が促進されたのであり， Iおいしくな
かったので、あまり食べなかった」とすると，食行動
が抑制されたと考えられる。また， ‘望ましい結果'
は望ましい食行動を促進(もしくは，望ましくない
食行動を抑制)し，‘望ましくない結果'は望ましく
ない行動を促す(もしくは望ましい行動を抑制する)
と考えられている。
B. 健康信念モデ、ル
健康信念モデル(HealthBelief Model， Rosenstock， 
表2 対象・目的別 行動科学の理論・モデル
個人の行動を考える場合
健康信念モデ、ル
行動変容段階モデ、ル
計画的行動理論
行動を環境との関係から捉え， 組織・地域社会を対象とし
行動の変容を促す場合 て，行動変容を促す場合
社会的認知理論・社会学習理論 組織変化の理論
ソーシャルネットワーク
ソーシャルサポート
コミュニケーション理論
普及の理論
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きっかけ(先行刺激)
-内的刺激
・外的刺激
内的刺激:空腹感
行動
外的刺激:視覚，嘆覚，聴覚からの刺激
望ましい結果
(おいしかった
望ましくない結果
(おいしくなかった
図2 行動のモデ、ル
患性 )、
{重大性)ノぐ J 脅威 ι〉咽
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行動の頻度が増加
たくさん食べた)
行動の頻度が減少
あまり食べなかった)
図3 健康行動の起こるメカニズム 9)
「羅患性J:このままだと病気や合併症になる可能性が高いということ
「重大性J:病気や合併症になると，その結果が重大であるということ
「脅威J:危機感
「有益性J:行動のプラス面
「障害J:行動のマイナス面
Becker)は，公衆衛生の分野で疾病の予防行動を説
明するそデ、ルとして， 1950年代アメリカで考え出さ
れ， 1974年に提唱された。本モデルでは，健康行動
の起こるメカニズムを，1①行動をとる本人の病気に
対する危機感が高まり ②健康行動のメリットがデ
メリットより大きいと本人が判断した場合に起こ
る」と捉えている(図 3)。
例えば，肥満の人に継続的な運動習慣を促す場合，
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①危機感は， I運動しなければ，糖尿病や動脈硬化症
になる可能性が高いと感じること(擢患性)j， I糖尿
病や動脈硬化症では 厳しい食事制限を行わなけれ
ばならないという状態を重大と感じること(重大
性)j， I家族や友人から，運動したほうがいいと勧め
られること(行動のきっかけ)jなどが関与して高め
られ，②運動のメリット(危機感が減る=‘行動の
プラス面， )が，運動が嫌いである，運動する時聞が
ないというデメリット(行動を妨げる障害=‘行動
のマイナス面， )より大きいと感じると，運動しよう
という気持ちが高まり 運動を実行するようになる
と考えられる。
C.行動変容段階モデ、ル
ここでは Prochaskaらの提唱したトランスセオレ
テイカルモデル (TheTranstheoretical Model， TTM) 
を取り上げる。 1983年禁煙教育の方法として紹介さ
れ，近年，あらゆる生活習慣改善への介入の基礎と
して注目されているめ。
本モデ、ルには，大きく分けて 2つの概念，行動変
容のステージ (Stagesof Change)と行動変容の過程
(Processes of Change)がある(図4)。行動変容ρス
テージは，行動変容の準備性 (readiness)によって
5段階に分類されている。行動変容し維持する一連
の過程は，①今後 6ヶ月以内に行動を変えようと考
えていない‘無関心期(前熟考期， precontemption)' ， 
②今後 6ヶ月以内に行動を変えようと前向きに考え
ているが実行に至っていない‘関心期(熟考期，
contemption)' ，③今後 1ヶ月以内に行動を変えよう
と考えている‘準備期 (preparation)'，④行動変容
を維持して 6ヶ月以内の‘実行期 (action)'，⑤行動
無関心期 ! 関心期
①意識の高揚
②感情的体験
③環境への再評価
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変容を実行して 6ヶ月以上継続している‘維持期
(maintenance) ，である。また，変容の過程は，考え
や気持ちなどの認知的な側面と行動の側面から 10
の過程があげられている(説明は省略させていただ
く)。
本モデ、ルを用いると，対象者の現在の行動変容の
段階に沿った変容の過程を理解することができ，対
象者の現状に応じた具体的な支援方法が可能であ
り，効果的な行動変容につながると考えられる。
D. 社会的認知理論
社会的認知理論 (Sociallearningtheory. Social cog-
nitive theory， Bandura)では，前述したオペラント学
習理論では考慮されていなかった，本人の個人的要
因と環境から受ける影響を踏まえて，人間の行動を
捉えている(相互決定主義)。本理論の最大の特徴
は，図5に示したように，人聞が行動し結果を得る
という過程には， Iその行動を実践できるという‘自
信，Jと「その行動から何らかの結果が得られるとい
う ‘期待，Jの 2つの要因が関わっていると捉えて
いる点である。例えば，間食をやめるためには， Iお
菓子をやめることができればやせられる」と‘期待'
し， Iやせるためならお菓子を食べないでいられる」
という ‘自信'を持つ必要があると考えられる。前
者の「結果に対する期待」を‘結果期待 (outcome
expectancy) ， ，後者の「行動が自分にもできるとい
う自信」を‘自己効力感(セルフエフィカ、ンー， self-
e伍cacy)， とし，人間の行動を決める重要な要素で
あると考えられている。
E. ソーシャルネットワーク・ソーシャルサポート
ソーシャルネットワーク・ソーシャルサポートは，
行動変容の段階
準備期 実行期 ! 維持期
変容の過程
④自己の再評価
⑥自己の解放
⑦行動置換
⑧撮助関係の利用
⑨強化のマネジメント
⑩刺激の統制
図4 行動変容段階モデ、ルの概念図
⑤社会的開放は変容段階との関係が明らかになっていないため，省略されている。
? ?? ?
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人 行動 卜一一..1 結果
l ↑l 
( 結果期待 ) 
自己効力感 T 
(セルフエフィカシー ) 1 
1. :プアア一一 一-j(eIS.子 l;h やせられるという期待)
( その行動が自分にもできるという自信 i 
: (お菓子を食べずにいることができるという自信) : 
図5 社会的認知理論の基本的考え方(自己効力感の行動への影響) (文献9に一部加筆)
理論的な内容を意味するのではなく，対人関係の構
造や過程，機能を説明する概念をいう。ソーシャル
ネットワーク Csocialnetwork)は「個人を取り巻く
社会的環境j7l，人と人とのつながりを指す。ソー
シャルサポート Csocialstipport)とは， I社会的関
係・個人間の相互作用を利用してやり取りされる援
助・支援」をいう 8)。これらの活用方法には 4つの
カテゴリーがあり，①すでにあるソーシャルネット
ワークの関係を強める方法，②新しいソーシャル
ネットワークの関係を作る方法，③すでにある地域
社会のネットワークを活用する方法，④地域の問題
を解決することによってネットワークを強める方法
がある。
「ソーシャルネットワーク・ソーシャルサポート」
を児童生徒聞や栄養士とのコミュニケーション，学
校・家庭・地域との連携等で活用すると，子供たち
の問題となっている食を取り巻く環境を知り，改善
を支援するような方向へ働きかけることができる。
また，学校という集団教育との相乗効果により，集
団としての意識を高めることもできると思われる。
3)栄養カウンセリング・行動技法を用いた食教育の
必要性
栄養カウンセリングとは，心理カウンセリングの
技法と行動科学を組み合わせた，栄養教育の一環と
して用いられるカウンセリングである。
図6に行動技法を用いた食教育・健康教育の流れ
を示した。食育は，子供たちの実態を把握し，問題
点を分析し教育目標を設定し，教育を実施し，結
果を評価し，フィードパックするという栄養教育マ
-目標設定
行動変容の動機付け①
(重要性を高める)
-認知再構成法
ーーーーーーーー i
行動変容の動機付け②
(自己効力感を高める)
-刺激統制法
-反応妨害/習慣措抗法
.社会技術訓練
・観察学習・模倣学習
-ソーシャルサポート etc. 
目標行動の維持・サポート
-自己監視法
・オペラント強化
図6 行動技法を用いた食教育・健康教育の流れ
ネジメントの流れで進めていく。行動技法は，栄養
士が対象者の教育に用いる技法と対象者が用いる技
法があり，中でも，目標設定，セルフモニタリング，
問題解決技術訓練，再発防止法が栄養教育において
重要といえる。カウンセリング技法は，栄養士が身
につけ，対象者を支援するきっかけや基礎となる技
法である。中でも，開かれた質問，傾聴が重要であ
平成16年12月 (2004年)
り，対象者と栄養士の信頼関係を築く上で効果的な
技法である。
「食に関する指導」や個別栄養相談はこれまでも行
われてきており，文部科学省では「学校栄養職員に
よる食に関する個別指導実践事例集J12)がまとめら
れている。一方で，大半の学校栄養職員はもう一つ
の職務である「学校給食管理」や給食会計など事務
作業も担っており，食に関する指導に十分な時間を
かけられない者(学校栄養職員)が存在することも
事実である。栄養教諭制度にむけて，限られた時間
を有効に使い「食に関する指導」を効果的に行って
いくために， これからの学校栄養士にとって行動科
学・カウンセリングを学ぶことが必要とされている
のである。
学校栄養職員の研修では，行動科学やカウンセリ
ングの理論・技法を基にして行う食育の実践例や具
体的方法について学ぶ場も多く，行政機関(健康増
進課など)から住民向けに発行されているパンフ
レットにも， I行動科学」を用いた生活習慣の改善方
法が紹介されている。子供たちの食習慣の改善，望
ましい食習慣の確立を支援する上で，行動科学・カ
ウンセリングを用いると効果的な食育を行うことが
できる。また，限られた時間を有効に使えるかは学
校栄養職員の意識も大きく関わっているように感じ
られる。
4)支援者としての栄養教諭のあり方
栄養教諭の職務内容として，児童生徒への個別相
談が挙げられるが，肥満や痩身志向，食物アレルギ一
等，生活習慣改善のため，子供及びその家族に対し
てカウンセリング技法や行動技法を活用すると効果
的と思われる。人は，自分の思いを言葉にしそれ
をだれかに打ち明け，相手に受け止めてもらえたと
感じることで，現在の自分の状況を認識し食行動
変容へ前向きに取り組むことができると考えられ
る。しかし子供たちの中には，まだ，自分の思い
をうまく言葉に表現できない子供たちも多い。
学校栄養職員は，子供たちが食に関して気軽に話
しかけられる食の先生になる必要がある。子供たち
にとって，給食時間や授業時間に教壇に立って話を
することだけが食育ではない。子供たちは，普段の
会話の中からも食に関する知識を得ょうとしている
ことを認識し何気なく子供たちと接する場面での
意識も重要である。子供たちにとって身近な食の先
生になるためには，普段から子供と接する中で子供
たちとの間に信頼関係を築き，教育者としての資質
を備え，カウンセリングの技術を持った支援者とし
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ての栄養士が必要である。子供たちとの信頼関係は
「食に関する指導」の基礎となる。このとき，栄養士
として注意すべき点がある。それは，学校栄養職員
は，あくまで子供たちの食経験を重ねる上での支援
者であり，カウンセリングマインドで接するべきと
いうことである。子供たちの食習慣の裏に何らかの
心理的外傷が関わっていると判断した場合は，ス
クールカウンセラーや臨床心理士など適切な専門家
に紹介するべきである。臨床現場などでもこの点を
十分に理解していない栄養士がいると聞く。行動科
学・カウンセリングを学ぶことで，栄養士として踏
み入るべき領域の境界線を判断する能力を身に付け
ることもできると考えられる。
11.栄養教諭への課題と期待
現在，筆者(中西)は学校栄養職員として，学校
給食を通して子供たちの望ましい食習慣の確立を支
援する職に就いている。子供たちを取り巻く食，及
び子供たちを支援する栄養教諭・学校栄養職員には，
様々な問題点や課題が挙げられる。これらを解決す
ベく，栄養教諭への期待が大きい。
1. 家庭の教育力の活性化を図る
緒言でも述べたように，家庭環境の多様化により，
各家庭における食経験の個人差が増大し，子供たち
の食習慣に悪影響を及ぼしている。食に関心の高い，
食育に積極的な保護者も多い一方で，無関心な保護
者も多く， このような保護者の影響を受けて，肥満
もしくはやせの子供たち，偏食や朝食欠食を習慣化
しようとする子供たち，食事を摂っていても内容が
好ましくない子供たち，が増加している。また，子
供たもの食の乱れには，保護者世代が家庭科等の教
科を通して学校教育の中で正しい食の知識を身に付
けることができなかったという時代背景も関与して
いるといわれている。現在，家庭では期待し難い多
様な食を「食育Jとして教育機関・行政が連携して
実施し，子供たちが自ら将来望ましい食習慣を身に
付けられる基礎固めを行っていこうという流れの中
にある。学校においては，集団を対象とした一律の
指導だけでは不十分である。小学校入学以前の幼児
期に保育所給食の体験がなく，家庭で多様な食を経
験していない子供たちは，普段の食事内容にあまり
変化がなく，ファーストフードや同じ食べ物に慣れ
ているために，学校給食で初めて目にした料理，新
しいメニューには箸をつけることができないとい
う，多様な食を経験する機会を逃してしまう悪循環
に陥っている。しかし，学校給食を通して望ましい
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食について体験的に学ぶ中で， I食事は楽しいJI今
の食生活を良くしたいけど， どうしたらいいのか判
らない」と話す子供たちも多く，子供たちの持つ食
への興味をうまく引き出すことで，望ましい食習慣
の確立へのきっかけとできる。
学校給食は年間食事回数の1/5"-' 1/6しか占めて
いないが，家庭での食経験が偏ってしまっている現
代では，望ましい食経験のーっとして担う役割は大
きい。学校給食を「生きた教材」として生かし子
供たちが望ましい食習慣を身に付けるための知識・
技術を与え，望ましい食事のそデ、ルとしてのイメー
ジを固め，望ましい食習慣形成の基盤にしてもらう。
同時に学校給食を通して，家庭の教育力の活性化を
図ることも重要な課題である。
2.食に関する教育のコーディネーター
食に関する指導の推進のためには，答申にも述べ
られているように，校長のリーダーシップと，関係
職員の有機的な連携，協力が不可欠である。しかし，
学校内では教諭間で「食育」に対する意識に個人差
が見られる。全ての子供が多様な食経験を重ねて，
望ましい食習慣を身に付けるためには，特定の人々，
特定の機関だけが食育に取り組むのではなく，食育
を継続的で広がりのある教育とし，学校・家庭・地
域が連携して取り組む必要性を先生方に十分に理解
してもらう必要がある。そのためには，栄養教諭は
日ごろの給食時間において，学級訪問やランチルー
ムで、の子供たちの摂食状況を観察し，児童生徒一人
一人について個別に食の状況を把握し，担任へ働き
かけていき，学校内でのネットワーク作りからはじ
める必要がある。
前述したように，学校栄養職員は，校務分掌とし
て会計関連事務も担っているため， I食に関する指
導Jに十分な時聞をかけられないという現状にある。
しかしこれまでも学校栄養職員による個別指導は
実際に行われており，子供たちの食に関する興味を
引き出し，望ましい食習慣確立を支援する時聞がな
い訳ではない。特に，単独校配属になっている学校
栄養職員は，毎日，実際に子供たちと接する時聞が
あり，限られた時間をどう有効に生かすかが重要で
あるように思う。
また，学校での栄養教育は複数の子供を対象とし
た授業や，家庭・地域を対象とした給食便りの配布，
親子料理教室，給食試食会など大半が集団を対象と
したものであることも事実である。現代は情報化社
会であり，様々な健康情報が容易に手に入るが，不
的確な情報も多い。学校栄養職員・栄養教諭は，親
食物学会誌・第59号
子料理教室や給食試食会，給食展を通して，情報を
取捨選択できる正しい知識を積極的に普及していく
必要がある。健康・栄養に関する知識は， 日々更新
されている。栄養士は，大学での卒後研修や，地方
自治体，栄養士会，学校栄養士会等の行う研修に積
極的に参加し，常に新しい知識・情報を得られるよ
うに努める必要がある。栄養教育を行う上で，正し
い情報を集め，判りやすくまとめて相手に伝えるコ
ミュニケーション能力やプレゼンテーション能力も
必要である。
IV. おわりに
本稿は，著者が現職の学校栄養職員である立場か
ら，栄養・食教育における行動科学・カウンセリン
グの必要性を考え，支援者としての栄養教諭・学校
栄養職員のあり方について考察した。
「食育」とは，子供たちとその環境を対象とした栄
養教育であり， I知育JI徳育JI体育」全ての基盤と
なっている。今後，栄養教諭や学校栄養職員は，子
供たちの望ましい食習慣形成のために，子供を対象
とした直接的な栄養教育だけではなく，学校・家庭・
地域社会の連携した食育を行い，子供たちが毎日を
健康的に元気に暮らせる環境づくりを行っていく必
要があるといえる。
今年は学校給食法が制定されてから 50年の節目
の年にあたる。栄養教諭制度の発足に向けて，学校
栄養士は絶えず努力を惜しまず，栄養教育の基礎知
識として行動科学・カウンセリングを学び，実際に
人と接する中で技術を磨き，子供たちやその家族，
地域環境にとって，気軽に相談できる食の専門家で
あり支援者となれるように努める必要がある。更に
教育的資質を身に付けて，食のカウンセラー及び食
に関する教育のコーディネーターとして活躍できる
栄養教諭に期待したい。
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